
Proceedings o f  the 23rd  Linear Accelerator Meeting in Japan (Septem ber 16 - 18,1998, Tsukuba, Japan)

〔A16a04〕

Present Status o f the TO腿U Linac

Urasawa  S . , Ku r i h a r a  A. ， Takahash i  S . , S h i b a s a k i  Y. and Oyamada M.

Labora t or y  o f  Nuc l ea r  Sc i ence ,  Tohoku U n i v e r s i t y  

卜 2-1 MIKAMINE, TAIHAKU-KU, SENDAI 982-0826,  JAPAN

Abs t r ac t

S i nc e  1967 the TOHOKU 

The S t r e t c h e r -B oo s t e r  

s t a r t e d  on October  6th,

l i n a c  ope r a te d  t o t a l  about  70 ,000 hours.

Ring  has been completed.  The beam co mm i s s i o n i g  was 

1997.

東 北 大 リ ニ ア ッ ク の 現 状

1 . ま え が き  

東 北 大 リ ニ ア ッ ク は 、 1 9  6 7 年 に  

完 成 し 、 そ の 後 エ ネ ル ギ ー 圧 縮 装 置  
( E C S ， 7 6 年 ） 15、 パ ル ス ビ ー ム

ス ト レ ッ チ ャ ー （S S T R 、 8 1 年 ）

2>を 加 え 、 1 9  9 5 年 に 、 S S T R の

改 造 費 が 認 め ら  
ブ ー ス タ ー リン 

り 始 め た 。 既 設  

の 入 射 器 と し て  
S T B の コ ミ  

1 〇 月 6 日 か ら  
リ ニ ア ッ ク の ビ  

化 し て き た 。 今 
ニ ア ッ ク の 問 題  

1 5 ， 1 6 日に  

た 。

れ 、 ス ト レ  
グ （S T B

の リ ニ ア ッ  

も 使 用 さ れ
ッ シ ヨ ニ ン

始 ま っ た 。 

ー ム 性 能 の  
回 は 入 射 器  

点 も 考 え る  

科 技 庁 の 検

ツ チ ヤ ー •

) 3 5 を 作  
ク は S T B

o

グ は 昨 年  

そ れ に 伴 い 、 

欠 点 が 表 面  
と し て の リ  
o な お 6 月 

查 が 行 わ れ

2 .  S T B 入 射 器 と し て の リ ニ ア  

S T B は 入 射 ビ ー ム を  

と し て 設 計 さ れ て い る が  
ア ッ ク は 2 3 〇 M e V が

ニ ァ ヅ ク
〇 〇 M e V

現 在 の ニ

度 で あ る o

と も必 要 で

あ る が 、 3 0 0  p p s 運 転 時 に ビ ー ム  

が 六 つ の 異 な る 性 質 を も っ て い て S T  

B へ の 入 射 効 率 を 悪 く し て い る 。 まず  

こ の 点 を 克 服 し な け れ ば な ら な い 。 こ 
れ ま で も ク ラ イ ス ト ロ ン を 定 格 電 圧 よ  

り 低 い 状 態 で 使 用 し た と き 、 そ の 出 力  

波 形 が 変 動 し た 事 が あ っ た が 、 こ れ は  
ク ラ イ ス ト ロ ン 集 束 コ イ ル の 電 流 の リ  

ッ プ ル が 原 因 で あ っ た 。 六 色 ビ ー ム も  

同 じ よ う な 原 因 で あ る と 推 察 し て い る c 
S T B の コ ミ ッ シ ョ ニ ン グ を や り な が  

ら 、 こ の 問 題 を 解 決 す る 方 針 で あ る 。 
リ ニ ア ッ ク の 部 分 部 分 の 改 善 に つ い て  

は 項 を 改 め て 述 べ る 。

3 .  9 6  — 9 8 年 度 の 共 同 利 用

9 6 年 度 は S T B 入 射 系 の 組 立 を 挟  

ん で 照 射 の マ シ ン 夕 イ ム を 1 2 シ フ卜  

く ん だ 。 9 7 年 度 は 前 期 1 2 、 後 期  

1 7 シ フ ト 実 施 し た 。 9 8 年 度 は 前 期  

は 照 射 の み 1 4 シ フ ト を 実 施 し て い る 。

科 技 庁 の 許 可 が 下 り た の で 、 後 期 か  
ら ス 卜 レ ッ チ ャ 一 を 用 い た 課 題 も 採 択



す る 。 又 ブ ー ス 夕  
か ら の 予 定 で あ る <

の 利 用 は 9 9 年 度

4 . ビ ー ム 性 能  

現 在 の ビ ー ム  

よ び 設 計 値 を 第  

チ ャ 一 運 転 時 の  

を 実 現 す る の は  
は キ ッ 力 一 に 流 す  

く、 リ ン グ に  

た め で あ る 。 
持 費 が 1 5  % 
の 予 算 と な っ

性 能 、 当 面 の 目 標 値 お  
2 表 に 示 す 。 ス ト レ ッ  

ビ ー ム 電 流 は 、 設 計 値  

ほ ぼ 無 理 で あ る 。 そ れ

り悪  
なぃ  

の 維 ; 

の み

電 流 波 形 が 設 計 値 よ  
3 夕 一 ン 入 射 が 出 来  

ほ か に 今 年 度 の 施 設  

削 減 さ れ 、 運 転 経 費  

た 。

測 系 の 整 備  
ッ シ ロ で 見 て エ ネ  

る が 、 伝 送 線 と そ  
ッ チ の 不 具 合 が 起  

ス イ ッ チ は ま も な

5 .

ィ 、

5
2 5

今 後 の 予 定  
エ ネ ル ギ ー を  

本 の ク ラ イ ス

2 5 0  M e V に 
ト ロ ン の う ち 2 本 は  

M W の 出 力 が 出 る 改 良 品 で あ る 。

5 本 全 部 を こ の 型 に す る と 、 パ ル サ ー ， 

導 波 管 、 加 速 管 な ど が 耐 え ら れ れ ば 、

ホ 、 電 子 銃 グ リ ッ ド パ ル サ ー の 整 備  
半 導 体 増 幅 器 に 換 え た が 、 ノ イ ズ に 弱  

い 。 電 磁 遮 蔽 を 強 化 し な け れ ば な ら な  

い 。
へ 、 加 速 高 周 波 の 観 ：
加 速 管 の 透 過 波 を オ  

ル ギ ー 調 整 を し て い  

の 同 軸 切 り 替 え ス イ  

き て い る 。 切 り 替 え  

く 交 換 す る 。

ト、 冷 却 系 の 問 題 点  
冷 却 塔 の 更 新 ：昨 年 3 0 周 年 の 祝 賀  

会 を や っ た が 、 こ の 冷 却 塔 は そ の 当 時  

の も の で あ る 。 更 新 を 検 討 し て か ら 1 
0 年 に な ろ う と し て い る 。 こ う ま で 古  

く な る と 底 が 抜 け る ま で 使 お う か と 思  
う よ う に な っ て き た 。
チ 、 加 圧 導 波 管 に 使 用 し て い る S F 6 

ガ ス の 問 題
S F 6 ( 六 フ ッ 化 硫 黄 ） ガ ス が 地 球

2 5 0  M e V が 達 成 さ れ る o 環 境 を 悪 く す る の で 電 力 会 社 で は 回 収

ロ 、 真 空 系 す る と の 新 聞 報 道 が あ っ た 。 こ の 問 題

S T B の 真 空 は リ ニ ア ッ ク よ り い い に つ い て 詳 細 を 調 べ よ うと 思 っ て い る 。

の で ビ ー ム 供 給 時 以 外 は 切 り離 し て い

る 。 この 接 続 点 を 差 動 排 気 す る 事 が 望 References

ま れ る 。 1 ) 菅 原 真 澄 他 、 第 1 回リ ニ ア ッ ク 技

ハ 、 ビー ム モ ニ タ 一 の 整 備 術 研 究 会 報 告 集 3 2 ( 1 9 7 6 ) .
誰 で も 運 転 の 出 来 る リ ニ ァ 、、ノ ク を 巨 2 ) T. Tamae e t  a 1• Nuc 1 ear

指 し て モ ニ 夕 を 整 備 す る 。 S T B に 入 Instruments  and Methods, A264 , 173

射 す る ビ ----- ム を 最 適 に 調 整 す る た め に (1988) .
は 欠 か せ な い 。 3 ) M. Oyamada et  a 1.

ニ 、 クラ イ ス ト ロ ン 励 振 系 の 整 備 Proceedings  of  the  20th Linear

現 在 使 用 中 の ク ラ イ ス ト ロ ン ( 尖 頭 値 A c c e l e r a t o r  Meeting in Japan 130

10kW) は 製 造 中 止 に な っ た の で 、 代 換 (1995 ) .

え 品 を 探 し て い る 。 必 要 な 励 振 電 力 は

一 本 当 た り 150-200W程 度 で あ る 。 ク ラ
イ ス ト ロ ン の 入 力 側 の 同 軸 部 品 も 交 換

時 期 に 来 て い る 。



第 1 表 ビ ー ム 性 能

A 部 

( 第 一 実 験 室 ) 

A 部 +  B 部 

( 第 二 実 験 室 ） 

ス ト レ ッ チ ヤ ー

ブ ー ス タ ー

現 在 値  

60MeV，150“ A 

230MeV,18“ A 

200MeV, 0. 5 “  A 

900MeV,0 . InA

当 面 の 目 標 値  

70MeV, 150“  A 

250MeV, 15/i A 

200MeV, 2. A u k  

1 . 2GeV, 3nA

設 計 値  

70MeV, 3 0 0“  A 

250MeV, 30/i A 

250MeV,15 “  A 

1 . 2GeV,30nA

第 1 図 加 速 器 設 備 概 略 図


